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パフォーマンス、運用の問題解決！データベース・ストレージ管理

日本オラクル株式会社
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以下の事項は、弊社の一般的な製品の方向性に関する概要を説明するものです。
また、情報提供を唯一の目的とするものであり、いかなる契約にも組み込むことは
できません。以下の事項は、マテリアルやコード、機能を提供することをコミットメン
ト（確約）するものではないため、購買決定を行う際の判断材料になさらないで下さ
い。オラクル製品に関して記載されている機能の開発、リリースおよび時期につい
ては、弊社の裁量により決定されます。

Oracle、PeopleSoft、JD Edwards、及びSiebelは、米国オラクル・コーポレーション及びその子会社、関連会社の登
録商標です。その他の名称はそれぞれの会社の商標の可能性があります。
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• 運用管理の効率化
• ASM / ACFS

• パフォーマンス向上
• 圧縮との組合せ

アジェンダ
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爆発的なデータ量増加による課題
ストレージコスト

•保存すべきデータ量は増加し続ける

•業務上の理由

•法規制・指針の変更

•克服しなければならない課題

•コスト削減

•データ保護 / コンプライアンス

データ量の爆発的な増加への対応が急務
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爆発的なデータ量増加による課題
運用の効率化

•業務の複雑化により、従来の個別最適化を目指す運用は難しくなってきて
いる

•例えば、データベースのディスク管理の場合、

•必要なディスク性能を事前に推定することは困難

•偏りが生じたディスク使用量を適切に再配置する必要性有り

総容量実使用量

?
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•ディスク増設の運用コストを大幅削減することで必要に応じた

ストレージ拡張はできないか？
ASM (Automatic Storage Management)

データベースを無停止でディスクの追加・削除

I/Oが最適化されるようにデータが再配置

•データ自体を小さくできないか？
データ圧縮

ストレージの使用量を縮小

ディスク I/Oを削減

Oracleのストレージ・ソリューション
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•Oracle Automatic Storage Management（以下、ASM）

•Oracle 10g～実装

•Oracleデータベースに対してボリューム・マネージャ兼ファイルシステムとして機能
し、ディスク構成を仮想化

• Oracle Databaseにフラットなディスク・プールを提
供 + ディスク管理工数を大幅削減

• 複数のディスク・アレイにまたがってディスクを仮想
化し、ディスク追加 / 削除でもデータを透過的に再

配分

• GRIDCenter検証では、標準使用

ASM Disk Group

Oracle 

Instance

ASM

Instance

CSS

RAC環境でのASM 使用率は約 6 割
11g だと約 9 割で採用

Oracle データベースのストレージ仮想化
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ASM のアーキテクチャ・イメージ

ワイン専門倉庫業者
（Oracle Database A)

家財専門倉庫業者
（Oracle Database C)

倉庫Ⅰ
（ASM ディスク・グループ）

メンテナンスが
必要かな？

倉庫のマップを送ります

直接出し入れ
可能

倉庫Ⅱ
アプリ

書類専門倉庫業者
（Oracle Database B)

•ASM は複数のデータベースから利用可能

•メタ・データは各データベースにキャッシュ

統合倉庫管理業者
（ASMインスタンス)

• DBはASMインスタンスを
経由しないで直接ディスクに
I/O を実施

• ASM 構成変更時などには
メタデータが変更されるが、
通常運用時は変更なし
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Stripe And Mirror Everything （S.A.M.E）

•「すべてのディスクが均等に忙しくなるように、すべてのディスクに
データをストライプして分散配置し、ミラーリングも行う」 設計指針

•すべてのディスクの I/O 帯域をフル活用することで性能を確保

•ミラーリングにより可用性を確保

•ストレージ設計にデータベース側で関与せず、あらゆる処理に対し、
個別にチューニングすることなく 90％の最適性を提供

ミラーリング

DiskGroup2DiskGroup1

CREATE TABLESPACE TABLESPACE_NAME

DATAFILE ’+DiskGroup1’ SIZE 2G;
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• ディスク・グループ内の、全てのディスクでストライピング

• 割当てユニット（AU）単位で領域を割当て

• 1, 2, 4, 8,16, 32, 64MB の可変サイズから選択、デフォルトは 1MB

• Oracle Exadata では 4MB を採用しシーケンシャル I/O に最適化

• 全てのディスクの使用率が同じになるように割当て

性能の最適化機能
ASMのストライピング

ディスク・グループ

データファイル1

データファイル2

データファイル3

ユーザは意識せずに
配置されるホットスポットが

発生しない

: 割り当てユニット(AU)物理ディスク
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• ファイルの重要度に合わせてミラーリング可能
• ミラー無し・二重化・三重化から選択

• ディスク・グループ単位で指定

可用性担保機能

1 2 3 4

21 43
データファイル

(=ASMファイル)

3 1 24

ASMのミラーリング

ディスク・グループ
: プライマリ・エクステント

: セカンダリ・エクステント

11



Oracle Corporation Japan Confidential Internal

Copyright© 2010, Oracle. All rights reserved.

• 障害グループを設定し、オリジナルとミラーの同時損失を回避可能

• 障害グループとは

• リソース(電源など)を共有しているディスクのグループ(筐体・コントローラー)

• ミラーリングは、異なる障害グループに属しているディスク間で行われる

• ストレージ筐体を意識しないASMだから実現可能

可用性担保機能

障害グループ

1 2 3 4

3 1 24

障害グループ1 障害グループ2
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ASMでのデータ物理配置

索引Aを配置 表Aを配置

表Bを配置 REDOを配置

ASM未使用のOracleデータベース

•物理設計が不要となり、必要なのは
論理設計のみ
•運用時の管理も簡単

索引Aを配置 表Aを配置

表Bを配置 REDOを配置

アクセス・パターンや使用量を
設計・メンテナンスして配置

ASMを使用したOracleデータベース

索引A

表A

表B

REDO

複数ディスクを1つの仮想ディスク(ディスク・
グループ)として扱い、データはそこに配置
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データ再配置機能

•S.A.M.E 構成を維持したまま、ディスク追加／削除が可能
•ASM ディスクグループにディスクが追加されると、
自動的に既存のデータファイルが再配置される

•データベースからは透過的、データベース無停止で実施可能

•管理者が手作業でストライピングを行う必要無し

•メタデータを元に最小限のデータ移動で再配置可能

削除

+-
追加

REBALANCE

リバランシング
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ASM ディスク追加フロー

• Enterprise ManagerのASMディスクグループ管理画面
• [追加]をクリック
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ASM ディスク追加フロー

• 追加可能なディスクを選択し、必要な情報を記入
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ASM ディスク追加フロー

• 追加されたディスクの状態を確認
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ASM ディスク追加フロー

• 徐々にデータがリバランスされていく
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ASM ディスク追加フロー

• 全てリバランスされると下記のような状態になる
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データベースの物理設計の簡易化
DBA のストレージ管理の効率化

ｷｬﾊﾟｼﾃｨ

ﾗﾝﾆﾝｸﾞ

ﾃﾞｰﾀ位置の

検討

論理ﾎﾞﾘｭｰﾑの

作成

ﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑの

作成

Oracle

ｲﾝｽﾄｰﾙ
DB作成

ﾎｯﾄｽﾎﾟｯﾄを

見つける

ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙを

移動し競合減尐

H/Wへの

ﾃﾞｨｽｸの追加

論理ﾎﾞﾘｭｰﾑの

作成

ﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑの

作成

移動ﾃﾞｰﾀの

検討

新規ﾃﾞｨｽｸに

ﾌｧｲﾙを移動

DB上の

ﾌｧｲﾙの改名

ｷｬﾊﾟｼﾃｨ

ﾗﾝﾆﾝｸﾞ

ﾃﾞｨｽｸｸﾞﾙｰﾌﾟ

の作成

Oracle

ｲﾝｽﾄｰﾙ
DB作成

ﾃﾞｨｽｸｸﾞﾙｰﾌﾟ内での自動均等分散

により管理作業なし

H/Wへの

ﾃﾞｨｽｸの追加

ADD Disk

ｺﾏﾝﾄﾞ発行

自動I/Oﾊﾞﾗﾝｽ

再調整

D
B

作
成

ASMあり

ASM以外

チ
ュ
ー
ニ
ン
グ

ASM以外

ASMあり

デ
ィ
ス
ク
追
加

ASMあり

ASM以外

工数と所要時間を
大幅に削減
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Oracle Real Application Clusters 11g

Automatic Storage Management (ASM)

ASM事例 : 楽天トラベル様

ハードウェア増強とともに Oracle Database 11g へアップグレード
することによって最大の投資対効果を生みつつ、システム運用の効
率化とスケーラビリティの向上を実現

“綿密な検証とチューニングの結果、Oracle Database 11g にアップグレー
ドすることで大きなメリットが得られると判断しました。Oracle Clusterware 
によるオンラインでのノード追加、Oracle Automatic Storage Management に
よるストレージ運用管理の効率化とパフォーマンスの向上も決め手となりま
した” 楽天トラベル株式会社 第1技術プロデュース部 マネージャー 鬼本 康博氏

ノードの動的追加を実現

負荷に応じたリソース配置

ストレージ管理の効率化

I/O分散による性能の向上

宿泊予約

バッチ処理高速バス/飛行機予約
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Oracle Database 11g Release 1 ASM
データベース基盤としてのASM

ASM ディスク・グループ

Oracle RAC

クラスタボリュームマネージャ

データファイル

バイナリ

REDOログファイル

制御ファイル

RAWパーティション

投票ディスクOCR

アプリケーション

クラスタファイルシステム
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Oracle Database 11g Release 2 ASM
グリッドストレージ基盤としてのASM

ASM ディスク・グループ

投票ディスク
バイナリ

アプリケーション

外部表

ASMクラスタファイルシステム

ASM動的ボリュームマネージャ

ASMボリュームファイル

11.2 New

OCR
ASM SPFILE

11.2 New

11.2 New

データファイル
REDOログファイル
制御ファイル

Oracle RAC アプリケーション
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• 拡張性に優れた汎用ファイルシステム

• NAS プロトコル（NFS、CIFS）でアクセス可能

• マルチ OS プラットフォーム (11g R2 初期リリースでは Linux と Windows)

• 無償提供(DBライセンスは必要)

• 動的なボリューム管理をサポート

• 読取り専用スナップショットをサポート

全てのデータを ASM で管理可能に

ASM に配置可能なファイル
•データベースのデータファイル
•アーカイブ REDO ログファイル
•RMAN バックアップファイル
•Data Pump ダンプファイル

ACFS に配置可能なファイル (ASM に配置不可の
ファイル)

•アプリケーション
•DB のアラートログ、トレースファイル
•DB Home

•テキストおよび、バイナリファイル (映像、音声など)

11g R1 まで
11g R2

ASMクラスタ・ファイルシステム(ACFS)
ASMの機能 + クラスタ・ファイルシステム
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• 注意点
• 単一点障害 : ASM で適切な冗長性を確保すること

• ローリング・パッチは適用不可

Oracle Database のインストールは１回のみ

DB Home DB Home DB Home DB Home

RAC Database RAC Database

DB Home

各ローカルディスクにインストール ACFS 上にインストール

全サーバー上にインス
トールする必要がある

インストールは1回のみ。
全サーバーは同じバイナ
リを使用

ACFS上にDB HOMEを配置可能
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• ACFSも通常のファイルシステムと同様にエクスポートすることで

NFSやCIFSプロトコルを通じてリモートアクセスが可能

Oracle RAC アプリケーションサーバ

LAN

CIFSNFS

gif
jpg

pdf
tｘｔ

ASMクラスタ・ファイルシステム

(ACFS)

ACFSへのリモートアクセス

ファイルサーバとしての活用
ノード間で共有したスクリプト
やログなどを共有
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Apache VIP に向けてアクセス

URL: http://stvip15.jp.oracle.com

Apache Binary

Action Script
Oracle ACFS 上に、Apache バイナリや

アクション・スクリプトを配置

Oracle ACFSASM Files

サーバー障害時は、Free プールの

サーバーにフェイルオーバー

Oracle Clusterware

ASM

Apache VIP に対する依存関係を構築。

Apache と VIP は必ず同じサーバー上で稼動

Apache on ACFS + アプリケーションリソース

Oracle RAC
Apache

Apache VIP
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Oracle Database 11g Release 2 
データベース機能からインフラとしてのASMに

データセンターに最適なグリッドストレージ

完全なストレージ統合の実現

• あらゆるデータを網羅する単一ソリューション

統合環境での効率的な管理の実現

• 一元的な管理

最大限の性能を低コストで実現

Storage
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<Insert Picture Here>

検証結果報告

無停止でのストレージ・マイグレーション
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NSSOL様との共同検証
検証環境 / Hardware

DB Server

DELL PowerEdge R710

Intel (R) Xeon (R) E5540(4 Core) x 2

36GB Memory

Storage EMC CX4-240

Copyright © 2009 NS Solutions Corporation, All Rights Reserved.
Copyright © 2009, Oracle. All rights reserved. 30
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NSSOL様とのASM共同検証
ストレージ・マイグレーション

• Oracle Real Application Clusters 11g R2より、クラスタ関連
ファイル（voting、OCR）及びASMのspfileがASM Diskgroup上での管理が可能

• ASMの自動リバランス機能（10gR1～）

• システム無停止で、ストレージ筺体の入替（ストレージ・マイグレーション）が可能
+

Migration

クラスタ関連ファイル
（voting Disk/OCR）

ASM spfile

制御ファイル/Redo/Undo
各種表領域,etc

Copyright © 2009 NS Solutions Corporation, All Rights Reserved.
Copyright © 2009, Oracle. All rights reserved. 31
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NSSOL様とのASM共同検証シナリオ
ストレージ・マイグレーション

• 本検証では、以下の
マイグレーション・オペレーションを
Oracle Enterprise Managerで実施

New Storage
Server

Old Storage
Server

Add Disk Drop Disk
Time

Rebalance

ASM 
Diskgroup

Copyright © 2009 NS Solutions Corporation, All Rights Reserved.
Copyright © 2009, Oracle. All rights reserved. 32
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NSSOL様とのASM共同検証結果
オンライン・トランザクションへの影響

• ストレージ・マイグレーションの各オペレーションは、
オンライン・トランザクションへの影響がほとんどないことを確認

Add Disk

Rebalance

Drop Disk

Copyright © 2009 NS Solutions Corporation, All Rights Reserved.
Copyright © 2009, Oracle. All rights reserved. 33
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• 運用管理の効率化
• ASM / ACFS

• パフォーマンス向上
• 圧縮との組合せ

アジェンダ
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• CPUコアとデータベースシステムの性能
• CPU性能の向上はめざましく、小型PCサーバーでも十分な処理能力を得
ることが可能

• しかし、CPUコアを増加しても、データベースシステムの性能が向上しない
場合もある

• 主な原因は処理すべきデータ量の増加
• 急激に変化するビジネス環境に対応すべく、大量のデータを保持

• CPUの処理能力ではなく、ディスクI/Oがボトルネック

• データが増加しても、DBAは一定の性能を維持し続けなければならない

データベース・ストレージ管理における課題
パフォーマンス

?
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ASMによる性能向上
ディスクボトルネックの解消

• OracleのASMはマルチコア化により向上するCPU性能を最
大限活用し、ストレージ側のボトルネックを解消
• Disk I/O性能がCPU性能に対して不足し、
データベースサーバー全体性能のボトルネックになりがち

• ASMは安価なストレージを並列化することで帯域を確保し、性能向上
を図る

通常時

サーバー側の処理能力にス
トレージ側の帯域が追いつ
かずボトルネックとなる

マルチコア、ユーザー数増加など ASMでストレージを並列化

帯域が増えるため、ディ
スクボトルネックを解消
し、CPUの性能をシス
テム全体の性能向上に

直接繋がる

2倍
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ASM自動リバランスによるクエリ性能向上
ディスク追加 => ディスクI/O帯域の増加

• ディスクI/Oボトルネックが解消し、クエリ性能の向上を確認

• ASM自動リバランスにより、既存データが追加ディスク上に再配置

富士通SPARC EnterpriseによるOracle 11gデータ・ウェアハウス検証
http://primeserver.fujitsu.com/sparcenterprise/documents/data/pdf/fj-gc-spe-dwh-1.2.pdf
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圧縮機能によるSQLの性能向上
非圧縮及びストレージの圧縮機能との違い

• Oracleの圧縮機能は、H/Wリソースを有効活用
• Disk I/O性能がCPU性能に対して不足し、
データベースサーバー全体性能のボトルネックになりがち

• Oracleは、サーバー側で展開する仕組みでボトルネックを解消

非圧縮 ストレージ圧縮 Oracleの圧縮機能

ボトルネック ボトルネック
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ASMと圧縮で性能向上及びストレージコスト削減
システム性能に最適なディスク本数

• データ容量だけではなく、性能の観点からディスク本数を検討
• 以下は1つの例（圧縮効果1/3）であり、環境毎に異なります。

4n本

圧縮 圧縮

ディスク追加ディスク追加

3α

6α

2α

α

α

レ
ス
ポ
ン
ス

I/O帯域

12n本

2n本

2n本 4n本

ストレージコスト削減が可能 圧縮で
より高速処理へ
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•業種：ハイテク
•業務内容： カメラ他製造、精密機器製造販売
•対象業務：原価計算システム
•導入製品：Oracle Database 11g

Oracle Partitioning

Oracle Advanced Compression 

•性能が大幅に向上し、ほとんどのバッチ処理が5

分以内に。3時間かかっている処理が15分に短縮。
• Advanced Compressionを利用することでデー
タ量が約1/4に削減。

■ホスト上の基幹システムのブラックボックス化

・コスト、そしてメンテナンス面での大きな課題。

・最終的な整合性チェックは経理部門が紙を
目視して実施

・オープン化に際しては、安全性、確実性、信頼性を実
現することが要件

■原価計算のバッチ処理の高速化

・従来月次処理で行っていた内容を日時処理で実施し
たい

• 10年以上の使用実績があるデータベースの最新
版のOracle Database 11gを採用

• PartitioningとAdvanced Compressionにより、処
理を高速化

お客様概要

背景・課題

Why Oracle ?

導入効果

圧縮事例：ニコン様

Advanced Compressionでデータ量を約1/4に削減、圧倒的な高速処理を実現。

SPARC Enterprise 

M4000

SPARC Enterprise 

M4000

ETERNUS4000
Advanced Compression

でデータ量約70%削減!!
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•業種：情報、通信業
•業務内容： インターネット広告事業
•導入製品：Oracle Database 

Oracle Real Application Clusters

Oracle Automatic Storage 

Management

•圧縮による大幅なストレージコスト削減
データ圧縮によりペタバイトに及ぶデータ量を200TBまで圧
縮することにより、大幅なストレージコストの削減が可能に。
さらに圧縮によりスループットも従来の約5倍も向上。
•RAC、ASMによるスケーラブルな基盤構築
16ノードRACによる処理性能の向上に加えASMによる並
列IO処理によるスループットの向上
ペタバイトクラスのデータを処理可能な統合DWH環境を実
現

（導入背景）
•ペタバイトクラスのデータをサポートでき、かつ大規
模データを圧縮してストレージ容量を削減できるこ
と

•ストレージやCPUを増加することによりリニアな性
能向上が見込めること
（プロジェクトの背景と課題）
• 1日数10億ページビューにおよぶデータ量を蓄積し、
ペタバイトクラスのデータとスケーラビリティを持つ
統合データウェアハウス構築の構築

•データ圧縮
圧縮によるOracle Databaseデータ量の大幅削減
•RAC,ASMによるリニアな性能向上
ノードおよびディスクを追加するだけで、性能がリニアに向
上可能
•Oracle Database のDWH機能
Oracle Database が持つDWH技術により顧客要件を満た
したロード性能の達成、また Partition により大容量データ
も効率的に検索可能

お客様概要

背景・課題

Why Oracle ?

導入効果

データ圧縮＋ASM事例： Yahoo! Inc.様
データ圧縮技術によって、ペタバイトクラスのデータを処理可能なDWHを構築
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4-6月 去年 2年前

低アクセス/ 履歴データ バックアップ
高アクセス/ 
最新データ

Partition
1-3月 5年前・・・

受注テーブル

FCディスク

RAID 1+0 ETERNUS

SATAディスク

RAID 5
エコモード

SATAディスク

RAID 5

Oracle ASMでデータベースの物理設計を自動化

従来実現が困難だったデータベースILMの運用手順を実証

• 高性能ディスクから中速ディスクへのデータ移動の手順を実証

• 2つの特徴を持つデータ移動技術を検証し、業務へ影響を与えないことを確認。

• エコモードのバックアップへの活用による省電力化を実現

• データ圧縮により検索の高速化

RAID Migration

Move

Partition

Oracle GRID Center：
ETERNUS + Oracle Database11g ILMソリューション

富士通 ETERNUS / SPARC EnterpriseによるOracle Database ILMソリューション

http://storage-system.fujitsu.com/jp/partners/oracle/download/fj-gc-eternus-ilm-01.pdf
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